
事例の紹介　（地域の安心・安全に関すること）

　非常用備蓄品など個人だけで備えきれない物品や地域の避難拠点の整備などにも活用しています。
　近年の異常気象や今後起こりうる大災害等に備え、地域づくり交付金事業においても毎年上位の活用実
績となっています。

　各地区により整備内容も様々です。市や地域が実施する防災訓練などを活用して、避難場所の確認だけ
でなく避難時に利用できる物資内容についても確認し、個人・家庭・地域等で備えておくべき物品等の再確
認もしておきましょう。

地域づくり交付金事業とは

　「自分たちの地域のために、自分たちで行動する」という理念に基づき、住民が主体となり、活力のある、誇
りの持てる地域づくりに対して、交付金を交付する事業です。
　地域づくり交付金は、各地域づくり協議会から申請となります。

地域づくり協議会とは

　その地域において活動する各種団体や住民が連携、協力しながら、交付金を活用する事業の検討を行い、
協議会内で決定された事業を実施しています。
　小学校区又は公民館区を基本単位とし、市内を全32地区に分けています。

◉ 企画課  企画係
◉ 電話番号：0895-49-7003(課直通)
◉ Fa x 番号：0895-20-1905

大きく７つの事業にわかれます

①地域コミュニティの活性化に
関すること

②高齢者福祉及び生活支援に
関すること

③青少年の健全育成及び子育
て支援に関すること

④地域の安心・安全に関すること

⑤地域環境の保全に関すること

⑥コミュニティビジネスに関す
ること

⑦その他地域づくりに関すること

(先進地視察の研修、自治会助成など)

宇和島市地域づくり交付金事業のご紹介
（第３期実施期間：令和５年度～令和９年度）

教育・社会活動

交付金の対象事業

宗教活動及び政治活動並びに法令その他公共の福祉に反するものなど、対象外事業もあります。 問い合わせ

簡易トイレ・毛布・寝袋等

備蓄品整備等

長期保存食・飲料水

発電機・資材等

案内チラシ作成

避難訓練等

炊出訓練（原材料）

消耗品(参加者受付用物品)

放送設備の修繕等

防災対策整備等

避難路等の整備・修繕

防災倉庫整備等

32.90%

11.20%

9.10%

4.90%

2.50% 1.90%

令和５年度実績割合（金額）
１位　37.50%
⑦その他地域づくり
２位　32.90%
④安心・安全
３位　11.20%
⑤環境保全
４位　9.10%
①コミュニティ活性化
５位　4.90%
③青少年・子育て
６位　2.50%
②高齢者福祉
７位　1.90%
⑥コミュニティビジネス

37.50%



事例の紹介　（その他地域づくりに関することにおける視察研修）

【視察研修の要件】
・地域の防災活動や移住促進など、自分たちの地域活動に関連した参考にできる取組先であること。
・既存団体の福祉交流目的にとどまらない、今後の具体的地域活動報告に繋がる研修であること。
・食事代や宿泊費は対象外経費です。
・先進地視察にかかる経費すべてが対象になるわけではありません。

蒋淵地区

蒋淵地区_地域内の交流イベント及びイベントにも使用するため作成したピザ窯和霊地区

　地域づくり交付金事業において市外で事業を実施する場合は、地域内の交流促進を目的とするもの
ではなく、自分たち地域の「地域づくり」「活性化」に結び付く先進地での取組研修です。

◉ 企画課  企画係
◉ 電話番号：0895-49-7003(課直通)
◉ Fa x 番号：0895-20-1905

先進地視察研修の活用例

問い合わせ

地　　　　区

目　　　　的

関連した取組

経　　　　費

蒋淵地区_訪問先：高知県梼原町

地区内の移住促進対策を検討するため、他の地域での移住促進制度とその地域
への移住者の意見聞き取りを実施。

・地域産品(海の幸等)を活かした福祉交流の場となる機会を定期的に設け、地域内
交流の活性化を図っている。

・現地訪問にかかる車両経費(燃料費)
・視察研修に伴う傷害保険料(1日)

地　　　　区

目　　　　的

関連した取組

経　　　　費

和霊地区_訪問先：高知県黒潮町

日本最大級の津波高が想定される地域で、「避難放棄者ゼロ・犠牲者ゼロ」を
目指した様々な防災対策の取組を学び、和霊地区の防災活動に活かす。

・継続した防災学習
・地域での防災訓練の実施

・現地訪問にかかる車両経費(バス借上げ料)
・防災学習プログラム(体験料)


	企画課チラシ

